







































































































































































































KGGP 社会学批評 第１号［July ２００９］
「位置取り」を考察するだけではなく、いったん文化（文化財／生活文化）を要素としての文化とし
て捉えかえすために、視点を当地の人々の実践に向けることが必要になる。
世界遺産と国家のかかわりが大きいことは本書でも示されていたが、「二つ」の舞踊を担保すると
いうこの実践は、まさに筆者が指摘する「混じり合い、混じり合わない」文化景観の「混じり合わ
な」さを、ローカルの現場で人びとはどのように咀嚼し、位置づけ、そして生活を組み立て直してい
るのかを示唆する事例でもある。文化に普遍的価値を賦与する力の作用が、ローカルな場における普
遍的価値と固有の価値とのネゴシエーションという内と外との関係だけではなく、ローカルな場にお
いて人びと自身が文化を多元化し、文化の資源化に対応するという複層的な相互関係からなる「実践
とそれをとりまく構造」の形成をみちびく。こうした機序に目を向ける必要があろう。文化にコミッ
トし運営する人々（ローカル）の微細な実践の分析を進めることで、本書の論じている文化の資源化
というローカル、ナショナル、そしてインターナショナルな現象の分析が、さらに、「人びとは混じ
り合い、混じり合わないというアンビヴァレンス」な状況のもとでの公共（性）とは何かという議論
へも展開する可能性が開かれているように思う。
（きはら・ひろえ 博士課程後期課程）
【Ｌ：】Server／関西学院大学／社会学評論／木原弘恵 ２ 校
３２ 木原：資源化する文化とその実践
